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繁殖期がおわると、見た目がかわってしまうのはどれ？
はんしょくき み め

❶クジャク ❷オシドリ ❸エゾシカ こたえは❶❷❸ぜんぶだよ。「❶クジャク」のオスは長いかざり羽が抜け落ち
なが ばね ぬ お

るし、「❷オシドリ」のオスは色あざやかな羽も、「イチョウ羽」も抜けて、じ
いろ はね ばね ぬ

みな色の羽がはえてくるよ「❸エゾシカ」のオスは春からはえてきて秋にか
いろ はね はる あき

んせいしたツノが抜け落ちて、見た目が大きくかわるよ。
ぬ お み め おお

メスをめぐるたたかいや、なわばりあらそいで、

大きさや強さ、美しさをもとめられるオス。
お お つ よ う つ く

生きものにとって「大きい・強い・美しい」は、
い お お つ よ う つ く

健康である証拠なんだ。
け ん こ う し ょ う こ

オシドリ【北海道産動物舎・ととりの村】
ほっかいどうさんどうぶつしゃ むら

春から初夏にかけての繁殖期のオスの羽は、緑
はる し ょ か はんしょくき はね みどり

色や青、むらさき色やあかるい茶色など、とて
いろ あお いろ ちゃいろ

も色あざやか。つばさにはえているあかるい
いろ

茶色の羽は、そのかたちから「イチョウ羽」と
ちゃいろ はね ばね

いわれていて、繁殖期にだけ見られる羽。
は ん し ょ く き み は ね

繁殖期がおわる夏にはあざやかな色の羽はす
はんしょくき なつ いろ はね

べて抜け替わり、おなじオスとは
ぬ か

おもえない、じみな

すがたになるよ。

くちばしの色は
いろ

赤いままかわら
あか

ないよ。

ライオン【もうじゅう館】
かん

大人のライオンのオスは、顔のまわりに「たてがみ」（首や頭に
お と な かお くび あたま

たくさんはえる長い毛）がはえているので、メスとの見分けがつ
なが け み わ

きやすい動物だよ。オスは、むれを敵から守ったり、子どものあ
どうぶつ てき まも こ

そびあいてをするのがしごと。りっぱな「たてがみ」は、敵にお
てき

そわれたときに首を守るやくわりがあるし、「たてがみ」が長い
くび まも なが

と大きく見えるので、メスにモテやすいみたい。
おお み

エゾシカ【エゾシカの森】
もり

エゾシカのオスにはメスにはない「ツノ」があるよ。夏は
なつ

まだツノが茶色い皮でおおわれているけど、秋のおわり・
ちゃいろ かわ あき

繁殖期をむかえるころには皮がむけ、白くてりっぱな「ツ
はんしょく き かわ しろ

ノ」がかんせいするよ。「ツノ」はほかのオスとメスをめぐ

るたたかいのときに使われるよ。だけど、この「ツノ」、繁殖
つか はんしょく

期がおわると抜け落ちるんだ。また春にはえてくるよ。
き ぬ お はる

ダチョウ【かば館】
かん

たまごはメスがうむけれど、

オスもメスとこうたいで

たまごをあたためるよ。

オスがたまごをあたためるのは夜。
よる

メスとはちがう黒い羽毛なので
くろ う も う

まっくらな夜は、敵に見つかりにくいんだ。
よる てき み

ダチョウのオスは、子育て・子守りもするよ。
こ そ だ こ も

インドクジャク【クジャク舎】
しゃ

春から初夏にかけての繁殖期のオスには
はる し ょ か はんしょくき

目玉もようがついた長い羽がはえているよ。
め だ ま なが はね

これは「かざり羽」で飛ぶための羽とは
ばね と はね

ちがうよ（飛ぶにはじゃまな羽ともいえる）。
と はね

「かざり羽」の目玉もようがおおいほど
ばね め だ ま

メスにモテやすいみたい。

繁殖期がおわる夏には、「かざり羽」はすべて
はんしょくき なつ ばね

抜けて、またつぎの年にはえてくるよ。
ぬ とし

アムールヒョウ【もうじゅう館】
かん

オスはとにかく体が大きいよ。
からだ おお

頭も脚も大きいし、首も太い。
あたま あし おお くび ふと

ヒョウのなかまのなかで

いちばん大きい「アムールヒョウ」。
おお

大きいオスだと、体重70㎏にもなるそう。
おお たいじゅう

（ちなみにメスは大きくても45㎏ほど）
おお

オスは大きくて強いことがたいせつなんだ。
おお つよ

↑繁殖期がおわると
はんしょくき

こうなる

※だい１３０ごうの「メス」とくらべて読んでみてね
よ

←繁殖期が
はんしょくき

おわるとこうなる

繁殖期→
はんしょくき

←繁殖期が
はんしょくき

おわるとこうなる

繁殖期→
はんしょくき

イチョウ羽
ばね


